
   阿久比町要介護認定等調査委託実施要綱 

 

 （目的） 

第１条 この要綱は、介護保険法（平成９年法律第１２３号。以下「法」とい

う。）第２７条第２項に規定する調査（以下「認定調査」という。同法第    

２８条第４項、第２９条第２項、第３０条第２項、第３２条第２項、第３３

条第４項、第３３条の２第２項及び第３３条の３第２項において準用する場

合を含む。）を同法第２４条の２第１項又は第２８条第５項（同法第２９条

第２項、第３０条第２項、第３３条第４項、第３３条の２第２項及び第３３

条の３第２項において準用する場合を含む。）の規定に基づき委託すること

に関し、法、介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号）に定める

もののほか必要な事項を定めるものとする。  

 （調査員の要件） 

第２条 認定調査を行う者（以下「調査員」という。）は、介護支援専門員（法

第２４条の２第１項の規定に基づき委託をする場合は、保健、医療又は福祉

に関する専門的知識を有する者を含む。以下同じ。）の資格を有し、かつ都

道府県等において行われる認定調査に関する研修を修了していなければなら

ない。 

 （認定調査の実施方法） 

第３条 町長は、認定調査を委託するときは、当該調査を受託する法人、事業

者若しくは施設又は介護支援専門員（以下「受託者」という。）に対し、認

定調査の対象者、実施場所並びに立会人及び連絡先を通知するものとする。 

２ 受託者は、前項の通知があったときは、当該対象者に対し、前条の要件を

満たす調査員による認定調査を実施し、その結果を町長が定める期日までに

所定の調査票により報告しなければならない。  

３ 調査員は、認定調査に従事するときは、前条に規定する資格及び研修修了

を証明する書類を携行し、対象者から求められたときは、これを提示しなけ

ればならない。 

 （受託者の責務） 

第４条 受託者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。  



 ⑴ 関係法令を遵守するとともに、町長の指示に従い、誠実かつ公正に認定

調査を実施すること。 

 ⑵ 受託した認定調査の全部又は一部を第三者へ再委託しないこと。  

 ⑶ 業務上知り得た秘密を委託契約中及び満了後又は解除後においても他に

漏らさないこと。 

 ⑷ 認定調査の実施において事故等が発生したときは、直ちに町長に報告す

ること。 

 （委託料） 

第５条 認定調査の委託料は、受託者所在地の実情に応じ、予算の範囲内で町

及び受託者が合意した額とする。 

 （委託料の支払い） 

第６条 受託者は、業務終了後、速やかに委託料を請求するものとする。 

２ 町長は、受託者から前項に基づく適正な請求書が提出されたときは、当該

請求書を受理した日から３０日以内に委託料を支払うものとする。  

 （認定調査の受託に係る届出） 

第７条 受託者は、認定調査の受託に関し、調査員が第２条に規定する要件を

満たしていることを確認できる書類を添えて、要介護認定等調査受託届（別

記様式）を町長に提出しなければならない。  

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は町長が定める。 

   附 則 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

 


